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＜病棟連絡事項＞
・看護グループ研修のお知らせが3件あります。
　➀11/20 「リスクマネジメント②」　講師：松村SGM
　②11/24  「精神症状の看護」　講師：上野SGM
　③11/26　「高齢者支援制度について」　講師：大川SW
詳細は各自WIZ掲示板を確認してください。
＜患者様連絡事項＞
・中島　智恵子様～田中Dr診察し、明日朝よりMAラクフィア(2-1-1)、白湯(100-150-100)へ変更となる。水分は適宜増量可。点滴は明日より中止となる。
・中居　亮子様～持参薬を本日夕より当院処方へ切り替えとなる。

・豊川　登美枝様～初外来は12/7 11:00で予約済。退院指示、退院処方は未。
　　　　　　　　　本人希望にて明日より粥・常菜へ変更となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。飲水要求過度となる事は無い。処遇に関する不満や眼光の鋭さあるが、口調は穏やか。精神症状観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中はホールにて私物弄りあり早めに開放観察終了としている。また、昼食前に衣類を便器へ詰め込んでいる事あり介入要している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～身体拘束中。「尿道カテーテルを入れてくれないならご飯食べない」と話し、各食拒食。拒薬は無い。午後より苛々感訴えあり、リボトリール服用している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・中島　智恵子様～バイタルサイン異常無し。点滴・経管栄養トラブル無く経過。拘束部位の循環障害や皮膚障害は無い。活気無く臥床傾向。
＜要注目患者様情報＞
・藪　真弓様～特定男性患者様への不満の訴えあるが、自ら距離をおく事はできている。苛々感訴えあり、午前中にレボトミン服用している。以降も苛々感訴えあるが、衝動行為なく経過。
・寺地　徳和様～バイタルサイン異常無し。腹満著明にあり、下肢浮腫も悪化傾向。閉眼し傾眠しているが、声掛けには開眼し小声で返答している。
・佐藤　ミツ子様～各食拒食。内服は粉砕し与薬するも、一部吐き出し見られている。点滴トラブルは無く経過。スタッフ対面時に暴言あるが粗暴行為無し。小声でノ独語聞かれている。
・中村　留理子様～各食2/3摂取。手指振戦持続しているが、日課への支障はない。バイタルサイン異常無し。
・高山　勘吉様～ホールや自室を往復している。指示の点滴トラブルなく経過。午後よりテンキー弄りやホールのテーブルを持ちあげようとしている。また、ホールベンチを蹴る行為あり介入。介入時の抵抗や易怒性はないが、落ち着かない様子あり。
＜深澤Dr.診察情報＞
・澤口　利香様～明日10時に身体拘束解除、終日隔離開始の予定となる。本人へ左記伝えた際に筋注希望あり、本日ホリゾン1A施行指示あり。明日よりリボトリール(15時、夕食後、就床前)で処方、頓服のリボトリールは中止となる。
・飯田　修子様～夜間の睡眠状況不安定の為、本日よりデエビゴ(5)1T 1×就床前で8日分処方となる。
・苫米地　正義様～持参薬を一部内容変更し当院処方へ切り替えとなる。
・市澤　ミツヱ様～持参薬を一部内容変更し当院処方へ切り替えとなる。
・沼畑　勲様～臨時薬オランザピン中止、他同内容にて継続となる。点滴は同内容
にて継続処方となる。右手は一度当院皮膚科受診するよう指示あり。
＜新入院患者様情報1＞
氏　　名：田中　セツ（たなか　せつ）様

　生年月日：昭和21年10月23日（74歳）

　病　　名：パーキンソン病

　合併症　：高血圧

　性　　別：女性

　主治医　：金Dr（サポート医：深澤Dr）

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

　

(経過）

　現在長男、長男妻、孫2人との5人暮らし。

　H29年頃よりパーキンソン病の診断にてむらかみ脳神経クリニックへ通院してい
たが、H30年頃より幻覚が出現。徐々に認知機能低下やADLの低下もあり、R1年頃
には身体の自由が利かず這って移動していた。上下肢、頸部にパーキンソニズムが
あり書字も困難。現在の状況としては昼夜問わず幻聴があるとのこと。また、人物
の幻視に対して食事を提供しようとする等の行動があり、誰かと話しているような
独語も聞かれていた。また、介助にて車いす使用し移動しているが、1人でいると手
を使わず足のみで車椅子を動かそうとしたり、何度も転倒を繰り返すことがあると

のこと。幻視や幻聴の軽減、睡眠状況の安定化、落ち着きのなさの改善のためむら
かみ脳神経クリニック主治医より当院への入院を勧められ、本日当院初診。R2.11.11
東Cユニットへ医療保護入院となる。

＜新入院患者様情報2＞
氏　　名：五十嵐　貞男（いからし　さだお）様

　生年月日：昭和45年1月24日（50歳）

　病　　名：血管性認知症

　合併症　：脳梗塞後遺症

　性　　別：男性

　主治医　：深澤Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

　R2.3.19当院初診。以後、定期的に通院している。現在、やまぶきの里に夫婦で入
所中。6月頃より場面の変化に対応できず、易怒性や昼夜逆転が見られ都度薬剤調整
を行っていた。しかし施設での対応や臨時の受診対応に家族も疲弊しており、入院
での薬剤調整希望あり。R2.11.11東Aユニットへ医療保護入院となる。

